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日本地域学会学会賞（奨励賞・論⽂賞・功績賞）に関する規程 

 

第⼀章 総則 

 

（⽬的） 

第１条 この規程は日本地域学会（以下，本学会）会則（以下，会則）第 21 条に基づき，会

則第 20 条第６号に定める学会賞選考委員会（以下，委員会）の活動および運営等に必要な

事項について定める. 

 

（会員の表彰） 

第２条 本学会は，会則第４条第５号に基づき，本学会会員（以下，会員）による優れた研

究業績，または本学会の発展に貢献した会員を表彰する． 

 

第⼆章 学会賞 

 

（内容） 

第３条 前条の⽬的を達成するため，本学会学会賞（以下，学会賞）として奨励賞，論⽂賞

および功績賞をおく． 

 

(奨励賞) 

第４条 奨励賞は，将来への発展の可能性を⼗分に有すると判断できる地域科学に関する萌

芽的論⽂を表彰する． 

２ 奨励賞は，原則として毎年１件授賞する． 

 

(論⽂賞) 

第５条 論⽂賞は，地域科学の発展に著しく寄与した優れた研究実績に基づき，その意義や

貢献が多⼤であると判断できる研究論⽂を表彰する． 

２ 研究実績の評価は知⾒創造の基礎となる地域科学上の新しいコンセプト，優れた分析上

の⽅法論，データベース，計測⽅法，システムの開発や改善，新しい調査⽅法など，幅広い

学術的成果にも適切に配慮して⾏うものとする． 

３ 論⽂賞は，原則として毎年１件授賞する． 



 

(功績賞) 

第６条 功績賞は，会員であって，地域科学の進歩および本学会の運営に顕著な貢献をなし

たと認められたものに授与する． 

２ 功績賞は，原則として毎年１件授賞する． 

 

第三章 学会賞授賞の要件 

 

（主たる研究業績） 

第７条 奨励賞または論⽂賞の対象となる研究業績は，過去 3 年間（暦年）に発表されたも

のであり，その主たるものが本学会関連誌『地域学研究(Studies in Regional Science)』、

『Papers in Regional Science』、『Asia-Pacific Journal of Regional Science』のいずれかに掲

載された論⽂でなければならない． 

２ 前項に規定する主たる研究業績と同⼀の課題につき過去２年間以前においても論⽂が

発表されている場合には，その主たる研究業績に該当する論⽂にこの過去における発表論

⽂を加えて総合題⽬とし，奨励賞または論⽂賞の対象とすることができる． 

３ 奨励賞の対象となる論⽂は，原則として 37 才未満の研究者である個⼈またはそれらか

らなる集団が発表したものでなければならない． 

4  奨励賞または論⽂賞の対象となる研究業績は，原則として筆頭著者である論⽂でなけれ

ばならない。ただし，授賞（候補）者が責任著者である論⽂，上位著者から学会賞授与の対

象とすることについて承諾を得ている論⽂については，これに含めることができる。 

 

(功績賞受賞者の著作) 

第８条 功績賞受賞者には，過去 20 年間に少なくとも３編以上の論⽂または著書等の著作

がなければならない． 

 

第四章 受賞者の資格 

(個⼈受賞の資格) 

第９条 学会賞受賞者(以下，受賞者)は，個⼈が受賞する場合には，正会員に限る． 

 

(集団受賞者の資格) 

第 10 条 受賞者は，集団が受賞する場合には，その過半数が正会員の場合に限られる． 

 

(重複受賞の禁⽌) 

第 11 条 過去に学会賞を受賞した個⼈または同⼀の集団は，同⼀の賞を受賞することは出

来ない． 



 

第五章 学会賞授賞選考および表彰 

 

（委員会委員⻑および同委員の任命） 

第 12 条 委員会委員⻑（以下，委員⻑）および同委員（以下，選考委員）の任命は，理事会

の推薦に基づき，本学会会⻑（以下，会⻑）が⾏う． 

 

（学会賞授賞選考候補者の公募および推薦の⽅法） 

第 13 条 委員会は，本学会ニュースレター等で学会賞授賞選考候補者（以下，候補者）の公

募を⾏わなければならない． 

２ 委員会は，前項の規定にかかわらず，会⻑，本学会副会⻑，同理事，選考委員または委

員会の指名するものが推薦したものを候補者とすることができる． 

 

（学会賞授賞選考） 

第 14 条 委員会は，候補者のなかから学会賞授賞者（以下，授賞者）を選考する． 

２ 委員⻑は，前項の授賞者選考結果を本学会理事会（以下，理事会）に報告し，その承認

を得なければならない． 

３ 本条第１項の選考に必要な事項は，理事会の議決を経て別に定める． 

 

(受賞者の決定) 

第 15 条 受賞者は，理事会が第 14 条第２項に定める委員⻑の報告を承認したときに決定す

る． 

２ この決定の後，授賞に特別の⽀障があると判明したときには，委員⻑は会⻑の承認を得

て，この決定を無効とすることができる． 

 

(受賞者の表彰) 

第 16 条 受賞者には，総会において賞状が授与される． 

２ 副賞の選定は，委員会が⾏う. 

 

（予算） 

第 17 条 本学会に学会賞授与のための特別会計を開設する． 

２ 本学会の総務担当常任理事は，前項に規定する特別会計の予算案（以下，予算案）を作

成して理事会に報告し，その承認を得なければならない． 

３ 予算案の収⼊は，本学会⼀般会計経常経費または本学会への寄付⾦等から引き当てて計

上する． 

 



第六章 雑則 

（改正） 

第 18 条 この規程は，理事会の議決を経て改正することができる． 

 

附則（平成３年 10月26日制定） 

第１条（略）（授賞の開始:平成３年度） 

第２条（略）（平成３年度授賞の特例措置） 

第３条（略）（平成３年度授賞の特例措置） 

 

附則（平成 10 年４月19日改定） 

 

（学会賞に関する規程の改定に関する規程の施⾏日） 

第１条 この規程は，制定の日から施⾏する. 

（学会賞に関する規程の改定に関する規程の制定に伴う経過措置） 

第２条 本則第７条第３項の規定にかかわらず，平成 10 年度（第７回）および平成 11 年度

（第８回）の学会賞授賞選考に限り，奨励賞の対象となる論⽂に 43 才未満程度の研究者で

ある個⼈またはそれらからなる集団が発表したものを含めることができる． 

   

附則（令和 2 年 8月4日改定） 

この規程は，制定の日から施⾏する. 

 

附則（令和 6 年 12 月 8 日改定） 

この細則は，制定と同時に施⾏する． 

 

 


